
令和２年度	 事業結果報告書  
（自）令和２年	 ４月	 １日 
（至）令和３年	 ３月３１日 

 
―概要― 
令和２年度は、協会の目的達成のため、消防用設備等に関する講習会や研修会をはじめ様々な事業

に取り組み、また、出火防止に向けた取り組みとして、消防用設備等の点検報告率の向上、住宅用火

災警報器の普及促進を目指した啓発活動や避難困難者住宅に設置されている住宅用火災警報器の点検

奉仕活動などの公共性の高い取組について、京都府及び府内各消防本部と連携して事業に積極的に取

り組む計画でしたが、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から様々な事業を見合わす事になり

ました。	 	 	 	 	 	 	 ★	 新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から見合わせた事業（中止） 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ♦	 集合型から資料配付型に変更 

1	 通常総会 
	 	  令和２年６月１６日（火）	 ホテルグランヴィア京都	 議決権行使１４４名（委任状出席含む）	  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 「書面決議形式で実

施」 
２	 講習会・研修会等	 	 	  
（１）消防設備士講習  

京都府知事から消防法第 17 条の 10 に定める消防設備士講習の事務を受託し実施しました。	

	 	 	 	 第１回 
	 	 	 	 	 京都市会場	 	 	 令和２年	 ９月	 ３日	 ～	 令和２年	 ９月１８日 
	 	 	 	 	 福知山市会場	 	 令和２年１０月	 １日	 ～	 令和２年１０月	 ２日 

会	 	 場 消火設備 警報設備 避難設備・消火器 特殊消防 計 

京都市会場     ７６（７８） １５８（１９０） ８０（１１２） １１（１４） ３２５（３９４） 

福知山市会場 ３１（３４） ６８（	 ５８）    ９９（ ９２） 

計 １０７（１１２） ２２６（２４８） ８０（１１２） １１（１４） ４２４（４８６） 

	 	 	 ※（数字）は前年度実績 

	 第２回 
	 	 	 	 	 京都市会場	 	 	 令和３年１月２６日	 ～	 令和３年１月２９日 
	 	 	 	 	 福知山市会場	 	 令和３年２月	 ４日	 ～	 令和３年２月	 ５日 

会	 	 場 消火設備 警報設備 避難設備・消火器 計 

京都市会場 ７６（９０） １５５（２６３） ７９（１２０） ３１０（４２９） 

福知山市会場 － ６５（	 ３６）	       ５９（	 ３５） １２４（	 ７１）	       

計 ７６（９０） ２２０（２５５） １３８（１５５） ４３４（５００） 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ※（数字）は前年度実績	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 第１．２回の受講者合計	 ８５８	 名（９８６名） 



（２）消防設備士受験対策講習	  
協会の独自事業として、消防設備士試験の受験者を対象とした講習を予定していましたが、当

該講習を見合わせました。	

	 	 	 	 京都市会場	 	 	 令和２年６月２３日～３０日、７月１日、７日～８日（予定）	

会	 	 場	 消火設備	 警報設備	 避難設備・消火器	 計	

京都市会場	 －（６）	 	 	 	 －（７）	 	 －（６）	 	 －（１９）	

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ※（数字）は前年度実績	 	 受講者合計	 －（１９）名	

	

（３）消防設備点検資格者講習及び再講習	

（一財）日本消防設備安全センターから消防設備点検資格者講習及び再講習の事務委託を受け	

ての講習について、消防設備点検資格者講習は見合わせ再講習を実施しました。	

＊	 消防設備点検資格者講習（予定）	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ※（数字）は前年度実績	

区	 分	 講習年月日	 場	 所	 受講者数	

第１種	 令和２年５月１２日～１４日	 ハートピア京都	 	 －	 (８９)	

第２種	 令和２年６月	 ２日～	 ４日	 ハートピア京都	 	 －	 (８０)	

	 	 	 受講者合計	 －	(１６９)	 名	

	

＊	 消防設備点検資格者再講習	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ※（数字）は前年度実績	

区	 分	 講習年月日	 場	 所	 受講者数	

第１種	 令和３年３月	 ４日	 ハートピア京都	 ８０(９７)	

第２種	 令和３年３月	 ５日	 ハートピア京都	 ８０(９１)	

受講者合計	 	 １６０(１８８)	 名	

（４）消防用設備等技術研修会	  
協会員の消防用設備等の新たな知識、技能の習得を目的に実施を予定していましたが、集合型 
研修会から資料配付型研修会に変更しました。 

	 	   （京都市会場） 
日	 時 令和２年１０月１６日（金）午後１時３０分から午後４時４０分まで 
場	 所 京都税理士会館３階	 京税ホール（資料配付型研修会に変更） 

テーマ 

・最近の予防行政の動向について 
講師	 総務省消防庁予防課	 設備係長	 	 	 田中	 翔	 氏	 	  

・固定電話のＩＰ網への移行に向けた取組みについて 
講師	 西日本電信電話株式会社	 アライアンス営業本部	  

営業推進部ネットワークサービス担当課長	 竹嶋	 秀昭	 氏 
・エアロゾル消火技術の新分野への展開について 
講師	 ヤマトプロテック株式会社	 技術本部中央研究所 

	 所長	 	 富山	 昇吾	 氏 
出席者数 	 	 －	 	 名 

	 	 	 ＊予定していた講師内容を取りまとめた冊子を作製し、希望者に配付させていただく 
	 	 	 	 「資料配付型研修会」とさせていただきました。 

★ 

★ 

♦ 



（北部会場）開催を見合わせました。 
日	 時 令和３年２月 
場	 所 福知山市（予定） 

テーマ 

・ 
 

・ 
 

出席者数 	 	 －	 	 名 

 
３	 消防用設備等点検済表示制度の推進  
	 	 消防用設備等の維持管理の徹底、点検実施者の責任の明確化及び防火対象物の点検の確実な履行

の促進を目的に実施しました。 
（１）消防用設備等点検済表示管理委員会  

令和２年	 ７月１３日（月）幹事会	 	 書面会議 
令和２年１２月１１日（金）表示管理委員会	 京都ホテルオークラ４階会議室 

 
（２）消防用設備等点検済表示登録会員数  

令和３年３月３１日現在	 	 	 	 ※（数字）は前年度末会員数	 	 	 	  
消防用設備等点検済表示登録会員数 

北	 	 部 １９	 （１９）社 
京都市内 ９７（１００）社 

南部（市外含む） ２４	 （２４）社 
計 １４０（１４３）社 

 
（３）京都府・消防用設備等セミナー（消防用設備等の適正点検に向けて）	  

あらゆる法令を遵守する意識の醸成と、表示登録会員等の業務資質の向上及び点検済表示制度 
に対する理解と認識を高めることを目的に実施を予定していましたが集合型研修会から資料

配付型研修会に変更しました。 
日	 時 令和２年１２月１８日（金）午後１時３０分から午後４時３０分まで 
場	 所 京都税理士会館３階	 京税ホール（資料配付型研修会に変更） 

テーマ 

・点検報告時における留意事項と消防用設備等の奏功と事故事例 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
・最近の消防法令等の改正	 	

講師	 （一財）日本消防設備安全センター違反是正支援センター 
	 	 	 次長	 宇津澤	 弥生	 氏	 ・	 調査役	 平野	 恵介	 氏 

出席者数 －	 名 
	 	 ＊予定していた（一財）日本消防設備安全センター「違反是正支援センター」の業務資料を

希望者に配付させていただく「資料配付型セミナー」とさせていただきました。 
 
 

★ 

♦ 



（４）点検推進指導員による巡回訪問	  
点検済証の信頼回復を目的に点検推進指導員が府内の表示登録会員を訪問し、点検報告制度と

表示登録制度について再確認を行うとともに、情報交換を行う予定でしたが、当該事業を見合わ

せました。	

 
（５）点検済票（ラベル）の交付状況  

令和３年３月３１日現在	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ※（数字）は前年度実績 
 

 
 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
 
 
４	 公益事業関係 

避難困難者住宅の火災警報器点検奉仕活動	  
京都市の公的給付事業により避難困難者宅に設置されている火災警報器の点検奉仕活動を実施 

予定していましたが、当該事業を見合わせました。	  
令和２年９月（予定） 
京都市内１１行政区１地域	 避難困難者住宅合計４７カ所（予定）正会員	 参加（予定） 

 
５	 広報事業関係  
（１）会報「まもり」発行  

会報「まもり」第８３号を令和２年８月に発行、第８４号を令和３年３月に発行しました。 
（２）協会ホームページの更新  

協会ホームページの情報が新鮮なものとなるよう、令和２年７月と令和３年２月に更新しまし

た。 
 
６	 文化厚生事業関係	  

研修及び会員相互の親睦を目的に、視察研修を実施予定していましたが、当該事業を見合わせ

ました。 
令和２年１１月（予定）	 	 	 	 会員参加（予定） 

 
７	 その他事業	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
（１）業務用図書等の斡旋、頒布  

消防設備士受験対策講習会では、（一財）日本消防設備安全センター発行のテキストの注文取

次、事務所における頒布の他、「建築消防 advice」等の参考図書を斡旋、頒布しました。 
 
 
 
 

点検済票（ラベル）の交付状況 

消火器用 ６０５，７００枚	 	 	 （６０３，０００）枚 

設備用（消火器以外） １６９，９００枚	 	 	 （１８９，７００）枚 

計 ７７５，６００枚	 	 	 （７９２，７００）枚	

★ 

★ 

★ 



（２）防火・防災基準点検済証（セイフティマーク）、防火・防災優良認定証の頒布  
令和３年３月３１日現在	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ※（数字）は前年度実績 

 
（３）廃棄消火器の処分等  

「古い消火器の廃棄処分」や「防火相談」「住宅防火対策」など府民の方々から多く寄せられ	

るご相談について、協会ホームページに関連情報を提供するとともに、会員の皆様方のご協力を	

頂いております。	

 
８ 表彰関係 
（１）令和２年度京都消防設備協会表彰  
	 	  

優良会員表彰	 京阪防火設備株式会社	 	 	 天池	 	 淳	 	 	 	 	 	 	 	 	 	

優良従業員表彰	 近建ビル管理株式会社	 	 	 竹村	 徳彦 
明和管工業株式会社	 	 	 	 原田	 貴史 
大槻ポンプ工業株式会社	 	 梅原	 	 猛 
岡山電設株式会社	 	 	 	 	 塩見	 裕一 
株式会社深田商会	 	 	 	 	 岡本	 雅義	

株式会社ヤマト商会	 	 	 	 山本	 昌子 
ホーセック株式会社	 	 	 	 山崎	 紀彦	

日本防火産業株式会社	 	 	 小石	 隆康 
優良事業所表彰	 ニッタン株式会社	 京都支店 

 
（２）消防設備関係功労者等表彰  

令和２年１１月６日（金）東京都港区明治記念館で実施された令和２年度消防設備関係功労者

等表彰式において、次の方々が受賞されました。 
	 消防庁長官表彰 
	 消防庁長官表彰 弥栄電設工業株式会社	 	 嵯峨根	 仁史 
一般財団法人日本消防設備安全センター理事長表彰 
消防設備保守関係者表彰 岡山電設株式会社	 	 	 	 	 岡山	 秀行 

森電気工業株式会社	 	 	 	 森	 	 政博 
消防用設備等点検済表示制度推進優良事業所

表彰 
日本防火産業株式会社 

 
 
 

防火優良認定証 ６（１６） 防火基準点検済証 １０（１０） 
防災優良認定証    	   ０  （０） 防災基準点検済証 ２（３） 
防火・防災優良認定証 ３	 （５） 防火・防災基準点検済証 １（１） 

  文字プレート １５（１９） 



９	 会員数	 	 	 	 	 	 	 	 	 	  
令和３年年３月３１日現在	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 ※（数字）は前年度末会員数	 	 	 	 	  

正 会 員 １９７	 社	 （１９７社） 
賛助会員 ２８	 社	 （	 ２９社） 

 


